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日本列島に残された最後のパラダイスであ

与論中学校 創立 70周年を記念 して
与論町立与論中学校 校長 大重満明

第二次大戦後の教育の民主化政策により昭和22

年 (1947),全国の市町村が義務教育の新制中学校
を設置することになりました。昭和21年 (1946)

から日本の行政権が停止されていた奄美群島 (臨

時北部南西諸島政庁統治)では新制度への移行が
遅れ,与論島においては昭和23年 (1948)4月 1日
興論村立典論中学校が創立されました。今年は創
立70周年の記念の年です。

戦後の混乱期において,1日制度から新制度へ移

行するのは,いずこにおいても大変な労力を要 し
たようです。新制度の小学校 1年～ 6年は,旧制
度の国民学校の初等科 1年～ 6年 と対応 しました
ので混乱は比較的少なかったと思われます。 とこ

ろが新制度の中学校 1年に対応する旧制度は,国
民学校高等科 1年,青年学校普通科 1年 ,中等学
校 1年,高等学校尋常科 1年など複数の校種に渡つ
ていました。混乱を軽減するために移行措置がと

られ,昭和22年 (1947)か ら昭和25年 (1950)頃まで
は新制度と旧制度の学校が混在 していました。

では,興論中学校創立の経緯はどうだったので
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しようか。当時の事をよく御存知の方もお られると思いますが,学校沿革をひもといてみると大変
興味深いことが書かれてあつたので紹介 します。

まず,本校の沿革誌には,興論中学校以前の興論村立青年学校と興論村立興論賞業高等学校の記録
が残されているのに驚きます。 1日制度の沿革を残 している新制中学校は珍しいのではないかと思われ
ますが,こ のことから興論中学校創立に当たっての当時の村民の皆様の思いが読み取れます。
旧興論村は教育制度改革の一貫として昭和22年 (1947)3月 末に興論村立青年学校を廃校にし,同年
4月 11日 ,希望制の異論村立興論賞業高等学校を開校させました。 しかし,同校は財政難により昭和
24年 (1949)3月 末にやむなく廃校させなければならなくなりました。奥論村の教育は,前年の昭和23
年 (1948)4月 に膚1立されていた義務制の奥論中学校に希望をつなぐことになつたのです。
興論費業高等学校の廃校に当たっては,学校沿革に次のようにまとめられています。
「姦にこ)に学校,生徒,職員,諸 (もろもろ)共に解散離別するに当たり,此に)の校前身から代々職を奉ぜら
れた諸先生方並びに比の学窓を出られた同窓生諸子及び本校に御援助を辱 (かたじけの)うしたる諸先輩有志
御一同に封 (たい)し深甚にんじん)の謝意を表し,併せて将来の御幸福を祈念して門札を外すことにした。J
青年学校跡地という同じ敷地 (朝戸1134番地)に建設された奥論村立奥論中学校は,興論村立興論
賞業高等学校の思いも受け継ぎ,その後,与論町立与論中学校と改称 して町民の皆様の教育への望み
を託され続け,70年の歴史を歩んで来ました。これからも「最南端は最先端」のキャッチフレーズの
もと,更に未来へと進んで参 ります。今年 9月 10日 (日 )には「創立70周年記念体育大会」を,10月
29日 (日 )には「創立70周年記念文化祭」を開催 します。町民の皆様, どうぞ御来校ください。
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【奨励会 につ いて】 会長 :田 中 國重
与論翔励会の存在は知っておられる方からも「何

をしているのかよく分からない。」という声をお間

きすることがあります。そこで,会の活動について
少 しご紹介させていただきます。

与論pll励会は 「与論教育の振興に貢献することJ

を目的として平成13年に設立されました。本会の趣

旨に賛同する者で組織 され,基本的に一人一万円の
年会費 (寄付も含む)に より運営 しております。
活動 としては,次の 3点を主に活動しています。
① 特筆できる向学・研究者への表彰状及び翔励会
賞の授与

② 特段の教育的活躍及び教育功労者への表彰状・
感謝状・委嘱状及び記念品の贈呈

③ 与論教育振興に貢献する事業や活動への協力
これまでに,設立以来26年度までに40名 の皆様に
翔励会賞を授与 し与論町で学ぶ児童生徒を励まして

参 りました。

与論高校においては,全校生徒を対象に意欲の高
場につながるものとして,年度当初の全校朝会でそ
の意義を直接説明し,翔励会賞 (30万 円)を贈与す
ることを続けています。昨年は,「難関大学受験ゼ

ミ補助」「夏季受験勉強合宿補助J等に活用され ,

保護者の負担軽減や生徒の学ぶ機会拡充への支援が

なされ,進路実績も充実しています。特に平成23年
度の卒業生の進学率については南日本新聞社が大き

く取 り上げてくださいました。平成28年度も職員一

丸となって朝や夕方の課外指導や個別指導,そ して
部活動等の教育活動を充実していただき,それぞれ
の進路実現を果たし次なる目標に向かって43名 が卒

業 しました。

また,平成28年度からは小・中学校の英語・漢字
検定への補助を始めました。平成29年度は,中学生
1名 へ翔励会賞を授与 し,今後はでつかい夢語 り大
会の共催,与論観光大使への記念品贈呈,ふるさと
留学制度への支援など各種の支援の実施予定です。

今後も,町民の皆様に与論翔励会の活動の意義を
理解 していただくとともに,多 くの方々に会員とし
て参加 していただき,よ りよい与論町の教育振興の
支援ができますことを願っています。

幹事長 1町岡 光弘
事務局長兼書記 :田畑 豊範 他役員一同

【中学卒業程度認定試験について】
「中学校卒業程度認定試験」とは,病気などやむ
を得ない事由により,保護者が義務教育諸学校に就
学させる義務を猶予又は免除された子などについて ,

中学校を卒業 した者 と同等生以上の学力があるかど

うかを認定するために国が行 う試験であ り,合格 し
た者には高等学校の入学資格が与えられるものです。

受験案内の配布は平成29年 7月 10日 ～平成29年 9

月 8日 です。

詳細につきま しては,鹿児島県教育委員会 と文部
科学省のホームページにも掲載 されています。 ご不

明な点は与論町教育委員会にご相談ください。

【今後の7月・ 8月 の主な行事】
20日 (水) 小・中学校 1学期終業式
21日 (金)那 間こども園研究保育
25日 (火) 小学校水泳記録会
27日 (木) 理科で学ぼう会
30日 (日 ) 成城学園来島 (～ 8月 4
31日 (月 )社 会科フィール ドワーク
1日 (火) 小中学校出校 日

校長園長教頭合同研修会

第 5固定例教育委員会
ライオンズクエス ト (会場 :与論小 )
パナウル少年の船

町民一斉清掃の日

小中学校出校 日

教育職員等夏季研修会

23日 (水) 町民読書の日
26日 (土) 子ども会大会・でつかい夢語 り大会

【中学校合唱コンクールがありました】
7月 8日 に与論中学校で合唱コンクール ′l'P
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